
誰
も
が

安
心

し
て
子

ど
も
を
産

み
育

て
ら
れ

る
環

境
を
実

現
す
る
こ
と
は

、

女
性

が
働

き
続

け
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
の

み
な
ら
ず
、
女

性
の

能
力

を

発
揮

す
る
機

会
を
飛

躍
的

に
増

加
さ
せ

、
（
中

略
）
育

児
休

業
の

取
得

期

間
・
方

法
の

弾
力

化
（
育

児
期

の
短

時
間

勤
務

の
活

用
等

）
、
育

児
休

業

取
得

先
進

企
業

へ
の

優
遇

策
な
ど
に
よ
り
、
出

産
・
育

児
後

の
復

職
・
再

就

職
の

支
援

を
充

実
さ
せ

、
少

な
く
と
も
、

20
17

年
に
は

、
出

産
・
育

児
後

に

働
く
こ
と
を
希

望
す
る
す
べ

て
の

人
が

仕
事

に
復

帰
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ

う
に
す
る
。

対

 

象
：
大
学
等

期

 

間
：
３
年
間

規

 

模
：
1
0
機
関
程
度
（
2
2
百
万
円
／
機
関
）

内

 

容
：
○
女
性
研
究
者
支
援
の
活
動
を
推
進
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

○
出
産
・
子
育
て
期
間
中
の
研
究
活
動
を

支
え
る
研
究
・
実
験
を
補
助
す
る
者

の
雇
用
経
費
等
を
支
援

事
業
内
容

事
業
内
容

平
成

2
3
年

度
予

算
額

 

9
5
2
百

万
円

（
新

規
）

新
成
長
戦
略

新
成
長
戦
略

目
的

目
的

女
性

研
究

者
が

そ
の

能
力

を
最

大
限

発
揮

で
き

る
よ

う
、

女
性

研
究

者
の

出

 
産

・
子

育
て

等
と

研
究

を
両

立
す

る
た

め
の

環
境

整
備

を
行

う
取

組
を

推
進

す
る

。

・
我

が
国

の
女

性
研

究
者

の
割

合
は

、
欧

米
の

先
進

諸
国

と
比

べ
、

未
だ

著
し

く
低

い
水

準
に

あ
る

。
・

第
３

期
科

学
技

術
基

本
計

画
に

掲
げ

た
期

待
さ

れ
る

女
性

研
究

者
の

採
用

目
標

 
「

自
然

科
学

系
全

体
と

し
て

は
２

５
％

（
理

学
系

２
０

％
、

工
学

系
１

５
％

、
農

学
系

３
０

％
、

保
健

系
３

０
％

）
」

は
未

だ
達

成
さ

れ
て

い
な

い
。

※
旧
科
学
技
術
振
興
調
整
費
「
女
性
研
究
者
支
援
モ
デ
ル
育
成
」
を
本
事
業
に
統
合

女
性

研
究

者
研

究
活

動
支

援
事

業

1
3
.6
%

2
1
.4
%

2
6
.0
%

2
7
.7
%

3
3
.3
%

3
4
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

米
国

イ
タ
リ
ア

フ
ラ
ン
ス

英
国

ド
イ
ツ

日
本

主
要

先
進

国
に

お
け

る
女

性
研

究
者

の
割

合
現
状
・
課
題

現
状
・
課
題

総
合
科
学
技
術
会
議
答
申

総
合
科
学
技
術
会
議
答
申

第
3期

基
本

計
画

に
お

け
る

・
・

・
数

値
目

標
を

早
期

に
達

成
す

る
と

と
も

に
、

 
さ

ら
に
３

０
％

ま
で

高
め

る
こ

と
を

目
指

し
、

関
連

す
る

取
組

を
促

進
す

る
。

（
平

成
22

年
6月

閣
議

決
定

）

（
平

成
22

年
12

月
答

申
「

科
学

技
術

に
関

す
る

基
本

政
策

に
つ

い
て

」
）
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特
別

研
究

員
事

業
平

成
２
３
年

度
予

算
額

：
５
６
５
百

万
円

（
平

成
２
２
年

度
予

算
額

：
５
２
１
百

万
円

）
※

運
営

費
交

付
金

中
の

推
計

額

優
れ

た
男

女
の

研
究

者
が

、
出

産
・
子

育
て
等

か
ら
円

滑
に
研

究
現

場
に
復

帰
で
き
る
よ
う
研

究
者

個
人

に
対

し
て

研
究

奨
励

金
を
給

付
す
る
特

別
研

究
員

－
R

P
D
を
平
成

18
年

度
よ
り
開

始
。

 
※

R
P

D
の
「
R
」
は

「
R

es
ta

rt」
の

頭
文

字

「
新

成
長

戦
略

 

～
「

元
気

な
日

本
」

復
活

の
シ

ナ
リ

オ
～

」

（
H
2
2
.６

.1
8

 

閣
議

決
定

）

育
児

休
業

の
取

得
期

間
・
方

法
の

弾
力

化
（
育

児
期

の
短

時
間

勤
務

 
の

活
用

等
）
、
育

児
休

業
取

得
先

進
企

業
へ

の
優

遇
策

な
ど
に
よ
り
、

 
出

産
・
育

児
後

の
復

職
・
再

就
職

の
支

援
を
充

実
さ
せ

、
少

な
く
と
も
、

 
20

17
年

に
は

、
出

産
・
育

児
後

に
働

く
こ
と
を
希

望
す
る
す
べ

て
の

人

 
が

仕
事

に
復

帰
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

研
究

活
動

出
産

・
育

児
等

に
よ

る
研

究
中

断

＜
従

前
＞

研
究

活
動

壁

出
産

・
育

児
等

で
研

究
現

場
を
離

れ
る
と
、

 

そ
の

間
に
研

究
業

績
が

上
げ
ら
れ

な
い

 

た
め
、
次

の
研

究
ポ
ス
ト
を
得
る
こ
と
が
困

 

難

 

出
産

・
育

児
等

で
研

究
現

場
を
離

れ
る
と
、

 

そ
の

間
に
研

究
業

績
が

上
げ
ら
れ

な
い

 

た
め
、
次

の
研

究
ポ
ス
ト
を
得
る
こ
と
が
困

 

難

出
産

・
育

児
か

ら
復

帰
す
る
研

究
者

を
対

 

象
に
研

究
奨

励
金

（
P
D
相

当
）
を
支

給
し
、

 

円
滑
に
研
究

現
場
に
復

帰

 

出
産

・
育

児
か

ら
復

帰
す
る
研

究
者

を
対

 

象
に
研

究
奨

励
金

（
P
D
相

当
）
を
支

給
し
、

 

円
滑
に
研
究

現
場
に
復

帰

出
産

・
育

児
等

に
よ

る
研

究
中

断

復
帰

支
援

（
研

究
奨

励
金

）

＜
支

援
開

始
後

＞

研
究

活
動

研
究

活
動

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

新
規

30
30

50
40

40
50

継
続

0
30

30
50

80
80

合
計

30
60

80
90

12
0

13
0

○
採
用
数

の
推
移

○
Ｒ
Ｐ
Ｄ

の
イ
メ
ー
ジ

政
策

政
策

研
究

活
動

の
再

開
を

目
指

す
よ

り
多

く
の

優
秀

な
研

究
者

 
を

支
援

す
る

に
は

、
Ｒ

Ｐ
Ｄ

の
さ

ら
な

る
拡

充
が

必
要

。

単
位

（
人

）

特
別
研
究
員

 

‐

 

Ｒ
Ｐ
Ｄ

【
対

象
：
研

究
中

断
か
ら
復

帰
す
る
博

士
課

程
修

了
者

等
、
月

額
：
3
6
.2
万

円
、
採

用
期

間
：
3
年

間
】

採
用
人
数

 

1
2
0
人

 

⇒

 

1
3
0
人

 

（
5
2
1
百
万
円

 

⇒

 

5
6
5
百

万
円

）

※
平

成
22

年
度
よ
り
採

用
期
間

を
2年

か
ら

3年
に
延

長

出
産
・
育
児
と
研
究
の
両
立
の
実
現

 

→

 

多
様
で
優
れ
た
研
究
者
の
養
成
・
確
保

～
出

産
・

育
児

に
よ

る
研

究
中

断
か

ら
の

復
帰

支
援

（
R

P
D
）

に
対

す
る

支
援

の
拡

充
～
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